
秋田内陸線が全線開業２０周年

▲全線開業２０周年を祝し開かれた記念式典 

 

■
少
子
化
な
ど
鉄
道
を
取
り
巻
く
厳
し
い

経
営
環
境
を
乗
り
越
え
て
20
年 

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
は
、
昭
和
59
年
に

旧
国
鉄
阿
仁
合
線
、
角
館
線
と
建
設
線
を

引
き
継
い
で
一
体
運
営
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
既
開
業
区
間

の
転
換
を
受
け
て
秋
田
内
陸
北
線
・
南
線

と
し
て
暫
定
開
業
。
平
成
元
年
に
未
工
事

区
間
が
開
通
し
、
鷹
巣
か
ら
角
館
ま
で
の

全
線
開
業
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
全
線
開
業
時
、
平
成
元
年
の
乗
車
人
員

は
１
０
７
万
９
０
０
０
人
と
順
調
な
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
し
か
し
、
沿
線
地
域
の
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
原
因
に
よ
り

年
々
減
り
続
け
、
平
成
17
年
度
に
は
約
51

万
人
と
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
に
減
少
し
、

存
廃
問
題
も
議
論
さ
れ
始
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
平
成
20
年
度
に
、
県
・
沿

線
自
治
体
、
内
陸
線
、
秋
北
バ
ス
等
の
交

通
事
業
者
、
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
で
、

秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
会
で
は
、「
連
携
計
画
」
を
策
定
し
、

各
交
通
機
関
の
連
携
の
も
と
、
少
子
高
齢

化
対
策
や
集
落
か
ら
公
共
・
商
業
・
観
光

施
設
な
ど
を
結
ぶ
交
通
整
備
な
ど
、
地
域

住
民
の
利
用
し
や
す
い
交
通
の
確
保
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
に
も
、
内
陸
線
の
利
用
促
進
と

し
て
内
陸
線
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
、
内
陸
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
や
、
内
陸
線
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な

い
り
っ
く
ん
」
な
ど
を
活
用
し
た
運
動
も

展
開
し
て
い
ま
す
。 

■
地
域
の
総
力
戦
と
し
て
多
様
な
取
り
組

み
を
―
若
杉
社
長 

　
記
念
式
典
で
若
杉
清
一
代
表
取
締
役
社

長
は
、「
内
陸
線
の
乗
車
人
員
は
、
少
子

高
齢
化
や
交
通
手
段
の
多
様
化
に
よ
っ
て

開
業
時
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
が
、

厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、
沿
線
地
域
と

と
も
に
価
値
を
高
め
、
内
陸
線
が
秋
田
名

物
と
讃
え
ら
れ
る
ま
で
そ
の
魅
力
を
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
様
な
取

り
組
み
を
行
い
地
域
の
総
力
戦
と
し
て
挑

戦
し
た
い
」
な
ど
と
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
、「
地
域
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
内
陸
線
。
こ
の
た
び
の
基

本
合
意
に
よ
り
、
内
陸
線
の
安
全
安
心
が

な
お
一
層
図
ら
れ
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋

が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
韓
国
の
ツ 

ア
ー
客
な
ど
も
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
受
入
れ
体
制
を

確
立
し
、
更
な
る
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
」

な
ど
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

　
続
く
関
係
者
祝
辞
の
後
、
内
陸
線
に
支

援
や
奉
仕
活
動
な
ど
で
貢
献
し
た
41
団
体

に
、
若
杉
社
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。 

 

■
県
、
北
秋
田
・
仙
北
両
市
、
会
社
の
４
者

が
基
本
合
意
書
に
調
印 

　
秋
田
内
陸
線
の
持
続
的
運
行
に
よ
る
基

本
合
意
書
の
調
印
式
で
は
、
堀
井
県
副
知

事
、
津
谷
北
秋
田
市
長
、
門
脇
仙
北
市
長
、

若
杉
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
合
意
書
に
署
名
捺

印
し
、
固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
合
意
書
の
主
な
内
容
は
、
①
会
社
の
経

営
目
標
②
基
本
的
な
役
割
分
担
③
会
社
へ

の
運
営
費
補
助
④
会
社
の
経
営
改
善
⑤
鉄

道
施
設
等
の
大
規
模
改
修
、
の
５
項
目
か

ら
な
り
、
こ
の
う
ち
①
の
会
社
の
経
営
目

標
で
は
、
平
成
22
年
度
経
常
損
失
額
２
億

円
以
内
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
目
標

を
24
年
度
ま
で
に
達
成
で
き
な
い
場
合
は
、

経
営
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
、
と
し

て
い
ま
す
。 

　
②
の
役
割
分
担
で
は
、
▽
両
市
が
、
会

社
収
支
の
改
善
を
図
る
た
め
の
運
営
費
補

助
を
行
う
と
と
も
に
、
内
陸
線
駅
か
ら
の

２
次
ア
ク
セ
ス
の
確
保
や
市
職
員
の
通
勤
、

小
中
学
生
の
通
学
利
用
、
関
係
団
体
と
一

体
と
な
っ
た
観
光
利
用
の
促
進
な
ど
を
進

め
る
▽
県
は
内
陸
線
を
国
道
１
０
５
号
線

の
代
替
手
段
と
位
置
付
け
、
鉄
道
の
安
全

運
行
に
必
要
な
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
等
の
施

設
の
大
規
模
改
修
を
担
い
、
北
秋
田
・
仙

北
両
市
の
財
政
負
担
軽
減
の
た
め
支
援
を

行
う
、
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
③
の
会
社
へ
の
運
営
費
補
助
に

つ
い
て
は
、
▽
両
市
は
、
毎
年
度
、
合
計

２
億
円
を
補
助
す
る
▽
県
は
、
両
市
の
補

助
額
の
４
分
の
１
相
当
額
を
、
両
市
に
対

し
て
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
ク
マ
）の
名
称
は 

　
「
森
吉
の
じ
ゅ
う
べ
ぇ
」
に 

　
こ
の
後
、公
募
し
た
新
し
い
内
陸
線
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ク
マ
の
名
称
が「
森
吉
の
じ
ゅ

う
べ
ぇ
」
に
決
ま
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
考
案
し
た
の
は
、
由
利
本
荘
市

の
斉
藤
珠
美
さ
ん（
40
歳
）。
１
０
３
５
通

の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
斉
藤

さ
ん
は
「
縦
貫
鉄
道
の『
じ
ゅ
う
』と
、
熊

の
英
語
『
ベ
ア
ー
（b

e
a
r

）
』
を
組
み
合
わ

せ
て『
じ
ゅ
う
べ
ぇ
』と
し
た
」
な
ど
と
名

付
け
の
理
由
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
式
典
の
後
、
内
陸
線
阿
仁
合
駅
前
で
は
、

内
陸
線
の
今
昔
を
写
真
で
た
ど
る
「
内
陸

線
写
真
展
」
や
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
た
ほ
か
、

沿
線
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
鍋

も
の
が
振
舞
わ
れ
る
「
駅
市
」
な
ど
が
開

催
さ
れ
、
内
陸
線
の
全
線
開
通
20
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。 

１
月
16
日（
土
）森
吉
ク
マ
ゲ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
総
会（
あ
ゆ
っ
こ
）
▽
米

内
沢
本
郷
会
館
竣
工
式
・
祝
賀
会
（
本
郷
会
館
） 

１
月
18
日（
月
）七
日
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
地
域
懇
談
会（
七
日
市
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
） 

１
月
19
日（
火
）新
年
度
予
算
査
定（
〜
26
日
、
本
庁
舎
） 

１
月
20
日（
水
）森
吉
山
ダ
ム
湛
水
修
祓
式
、
湛
水
式（
森
吉
山
ダ
ム
管
理
庁
舎
） 

１
月
22
日（
金
）公
立
米
内
沢
総
合
病
院
職
員
説
明
会（
米
内
沢
総
合
病
院
） 

１
月
24
日（
日
）鷹
巣
婦
人
会
新
春
交
流
会（
中
央
公
民
館
） 

１
月
26
日（
火
）米
内
沢
病
院
職
員
労
働
組
合
団
体
交
渉（
米
内
沢
総
合
病
院
） 

１
月
27
日（
水
）北
秋
田
市
米
政
策
推
進
協
議
会(

本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生

施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

１
月
31
日（
日
）第
３
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
） 

２
月
２
日（
火
）北
秋
田
市
認
定
農
業
者
会「
市
長
と
の
懇
談
会
」（
あ
ゆ
っ
こ
） 

２
月
３
日（
水
）第
４
回
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会（
森
吉
庁
舎
） 

２
月
５
日（
金
）あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ（
大
阪
市
） 

２
月
８
日
（
月
）
米
内
沢
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式
（
本
庁
舎
）
▽
北
秋
田

市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
定
例
議
会
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
▽
米
代
川
の
総
合

的
な
治
水
対
策
協
議
会（
能
代
市
二
ツ
井
庁
舎
） 

２
月
10
日
（
水
）
東
洋
精
箔
願
満
稲
荷
祭
（
東
洋
精
箔
秋
田
工
場
）
▽
北
秋
中
央
病

院
運
営
委
員
会
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）
▽
北
秋
田
市
国
保
運
営
協
議
会
に
お
け

る
受
賞
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
尾  

耕
ホ
ー
ル
） 

２
月
11
日（
木
）北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
中
央
公
民
館
） 

２
月
12
日（
金
）秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
全
線
開
業
20
周
年
記
念
式
典（
阿
仁
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

２
月
13
日
（
土
）
第
16
回
も
ち
っ
こ
市
（
大
太
鼓
の
館
前
）
▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
果
物

生
産
者
大
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

２
月
15
日
（
月
）
第
２
回
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
（
阿
仁
庁
舎
）
▽

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
誘
致
企
業
懇
談
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

内
陸
線
の
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
森
吉
の
じ
ゅ
う
べ
ぇ
﹂

と
名
付
け
親
の
斉
藤
珠
美
さ
ん

基本合意書に調印、握手を交わす４者。左から

堀井啓一副知事、津谷市長、門脇光浩仙北市長、若杉社長

基本合意書に調印、握手を交わす４者。左から

堀井啓一副知事、津谷市長、門脇光浩仙北市長、若杉社長
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